
2013年度基本協約・協定改訂交渉始まる

２
０
１
３
年
度
基
本
協
約

・
協
定
改
訂
交
渉
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
団
体
交
渉
は

第
１
回
８
月

日
、
第
２
回

22

日
、
第
３
回

日
に
開
催

28

30

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０

１
３
年
度
基
本
協
約
・
協
定

改
訂
に
関
す
る
追
加
申
し
入

れ
（
『
申
』
第
９
号
）
を
８

月

日
提
出
し
ま
し
た
（
２

22
面
参
照
）。

第
１
回
団
交
は
、
趣
旨
説

明
で
組
合
側
か
ら
「
①
社
員

を
自
殺
に
追
い
込
む
労
務
管

理
を
改
め
よ
、
②
一
方
的
休

日
出
勤
解
消
、
年
休
完
全
消

化
の
た
め
、
適
正
要
員
を
配

置
せ
よ
、
③
希
望
者
全
員
が

歳
ま
で
働
け
る
た
め
、
専

65任
Ⅴ
を
撤
廃
せ
よ
、
④
職
場

で
山
積
す
る
諸
問
題
を
解
決

せ
よ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
会
社
は
、

「
（
経
済
状
況
・
景
気
動
向

の
）
今
後
の
見
通
し
と
し
て

は
、
な
お
楽
観
を
許
さ
な
い

状
況
」
と
し
た
上
で
、
「
業

務
全
般
わ
た
る
低
コ
ス
ト
化

の
よ
り
一
層
の
徹
底
や
効
率

的
な
業
務
運
営
体
制
の
構
築

等
に
不
断
に
取
り
組
む
こ
と

を
通
じ
て
、
経
営
体
力
を
強

化
し
て
い
くH

ｧ

中
央
新
幹
線

計
画
や
名
古
屋
駅
新
ビ
ル
計

画
を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代

へ
向
け
た
経
営
課
題
に
対
処

し
て
い
く
べ
き
」
と
考
え
方

を
示
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

リ
ニ
ア
の
た
め
の
経
費
節
減

・
効
率
化
を
徹
底
し
て
行
う

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
（
『
業

務
速
報
』
№
８
７
１
参
照
）
。

第
２
、
３
回
団
交
で
は
、

申
し
入
れ
に
対
す
る
会
社
の

回
答
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
全

て
の
項
目
に
お
い
て
全
く
誠

意
の
な
い
回
答
ば
か
り
で
し

た
（
『
業
務
速
報
』
№
８
７

２
参
照
）。

本
部
は
、
今
後
の
交
渉
の

中
で
、
職
場
の
組
合
員
の
意

見
を
会
社
に
ぶ
つ
け
て
い
き

ま
す
。
職
場
問
題
解
決
の
た

と
り
や
斉
藤
書
記
長
に
待
機

を
命
じ
た
こ
と
な
ど
の
事
実

認
定
を
全
て
否
定
し
、
会
社

に
よ
る
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
こ
と

で
す
。

第
二
は
、
管
理
者
の
判
断

や
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
結

果
だ
け
を
も
と
に
、
斉
藤
書

記
長
を
酒
気
帯
び
に
仕
立
て

上
げ
た
こ
と
で
す
。
高
裁
は
、

会
社
が
証
拠
と
し
て
提
出
し

た
、
小
田
急
電
鉄
や
京
浜
急

行
電
鉄
は
数
値
が
ゼ
ロ
、
横

浜
市
交
通
局
は
０
．
０
５
㎎

と
の
比
較
を
も
と
に
、
非

/l違
行
為
だ
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
会
社
は
業
務
委
員

会
ま
で
開
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
に

お
け
る
基
準
値
を
０
．
１
５

（
後
に
０
．
１
）
㎎

と
し

/l

た
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
自

社
の
基
準
値
を
採
用
し
な
い

方
が
問
題
な
の
で
す
。

第
三
は
、
減
給
処
分
は
懲

戒
解
雇
と
の
比
較
に
お
い
て

は
、
は
る
か
に
軽
度
の
処
分

と
認
定
し
て
い
る
こ
と
で

す
。斉

藤
書
記
長
は
、
不
当
判

決
を
許
さ
な
い
た
め
に
、
８

月

日
、
最
高
裁
判
所
に
上

20
告
し
ま
し
た
。

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
で

国
民
を
守
た
め
に
何
が
必
要

か
と
い
う
観
点
か
ら
引
き
続

き
議
論
を
進
め
る
と
」
と
述

べ
、
８
月
８
日
の
閣
議
で
は

内
閣
法
制
局
山
本
長
官
を
退

任
さ
せ
、
後
任
に
小
松
駐
仏

大
使
を
任
命
し
た
▼
小
松
新

長
官
は
、
第
一
次
安
倍
内
閣

で
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の

容
認
に
向
け
設
置
し
た
有
識

者
会
議
「
安
全
保
障
の
法
的

基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇

談
会
」
に
国
際
局
長
と
し
て

携
わ
っ
た
集
団
的
自
衛
権
行

使
の
容
認
派
で
あ
る
。
そ
し

て
、
政
府
は

日
の
持
ち
回

13

り
閣
議
で
集
団
的
自
衛
権
に

関
す
る
憲
法
解
釈
に
つ
い
て

「
有
識
者
懇
談
会
で
の
議
論

を
踏
ま
え
て
対
応
を
あ
ら
た

め
て
検
討
し
た
い
」
と
の
答

弁
書
を
決
定
し
た
▼
安
倍
首

相
は
８
月
９
日
、
日
本
維
新

の
会
の
ブ
レ
ー
ン
で
も
あ
る

経
済
評
論
家
の
堺
屋
太
一
氏

を
内
閣
参
与
に
任
命
し
た
。

維
新
の
会
松
井
幹
事
長
は
、

「
本
当
に
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
政
権
と
の
連
携
が

深
ま
る
こ
と
へ
の
期
待
感
を

示
し
た
。
維
新
の
会
は
衆
院

で

、
参
院
で
９
の
議
席
を

53
持
ち
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
に
賛
成
だ
。
改
憲
は
衆
参

そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
２
以
上
の

賛
同
を
得
な
け
れ
ば
発
議
で

き
な
い
が
、
解
釈
改
憲
で
法

律
を
通
す
に
は
過
半
数
の
賛

成
で
可
能
だ
。
こ
の
よ
う
な

愚
行
を
許
し
て
な
ら
な
い
。
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安
倍
首
相
は
７
月
22

日
、
記
者
会
見
で
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
に

つ
い
て
、
「
安
全
保
障

汽 笛
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報
復
処
分
撤
回
裁
判
控
訴
審
不
当
判
決
弾
劾
！

最
高
裁
に
上
告
！

８
月
７
日
、
東
京
高
等
裁

判
所
は
、
「
減
給
処
分
無
効

確
認
等
請
求
事
件
」
（
報
復

処
分
撤
回
裁
判
控
訴
審
）
控

訴
審
で
、
一
審
原
告
で
あ
る

東
京
第
二
運
輸
所
分
会
斉
藤

書
記
長
の
請
求
を
却
下
し
、

被
告
Ｊ
Ｒ
東
海
の
請
求
を
認

め
る
と
い
う
極
め
て
不
当
な

判
決
を
下
し
ま
し
た
。
東
京

地
方
裁
判
所
は
、
Ｊ
Ｒ
他
社

な
ど
の
社
会
通
念
上
を
考
慮

し
て
、「
減
給
処
分
は
無
効
」

と
い
う
懲
戒
権
の
乱
用
を
認

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京

高
裁
は
こ
の
判
決
を
全
面
否

定
し
、
会
社
の
言
い
分
の
み

を
肯
定
し
た
の
で
す
。

高
裁
判
決
の
不
当
性
は
、

第
一
に
、
管
理
者
と
の
や
り

め
に
、
職
場
闘
争
と
連
動
さ

せ
、
共
に
闘
い
を
つ
く
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



８
月

日
、
本
部
は
２
０

22

１
３
年
度
基
本
協
約
・
協
定

改
訂
に
関
す
る
追
加
申
し
入

れ
（
『
申
』
第
９
号
）
を
提

出
し
ま
し
た
。
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

Ⅰ
．
労
使
関
係
に
つ
い
て

．
愛
知
県
労
働
委
員
会
『
平

18
成

年
（
不
）
第
９
号
事

20
件
』
で
、
平
成

年
９
月

23

８
日
付
け
で
提
出
さ
れ
た

中
村
明
彦
ロ
ン
ド
ン
事
務

所
長
（
当
時
）
の
陳
述
書

（
乙
第
１
９
２
号
証
）
に

よ
る
と
、
会
社
は
期
末
手

当
へ
の
減
率
適
用
の
決
定

に
あ
た
り
社
員
の
非
違
行

為
を
、
①
安
全
・
安
定
輸

送
や
快
適
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
直
接
か
つ
重

大
な
問
題
を
生
じ
せ
し
め

る
よ
う
な
行
為
、
②
安
全

・
安
定
輸
送
や
快
適
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
直

接
か
つ
重
大
な
問
題
を
生

じ
せ
し
め
る
と
ま
で
は
言

え
な
い
も
の
の
、
本
来
的

な
労
務
を
提
供
す
る
際
に

瑕
疵
の
あ
る
行
為
、
③
上

記
①
②
に
記
載
し
た
も
の

以
外
の
行
為
、
の
３
区
分

に
分
類
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

非
違
行
為
区
分
に
つ
い
て

以
下
の
通
り
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

（
１
）
非
違
行
為
区
分
の
定

義
と
す
べ
て
の
具
体
的

非
違
行
為
、
及
び
社
員

の
期
末
手
当
に
減
率
適

用
す
る
場
合
の
非
違
行

為
の
回
数
、
区
分
①
②

③
の
軽
重
等
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

（
２
）
非
違
行
為
区
分
は
、

ま
さ
に
期
末
手
当
へ
の

減
率
適
用
事
由
区
分
で

あ
り
、
基
本
協
約
２
５

０
条
第
１
項
に
定
め
ら

れ
て
い
る
「
賞
与
の
基

準
に
関
す
る
事
項
」
、

す
な
わ
ち
団
体
交
渉
事

由
で
あ
る
。
会
社
の
見

解
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

（
３
）
こ
れ
ま
で
非
違
行
為

区
分
は
組
合
及
び
組
合

員
に
全
く
説
明
さ
れ
て

い
な
い
。
会
社
が
非
違

行
為
区
分
に
つ
い
て
説

明
を
せ
ず
、
明
確
に
な

っ
て
い
な
い
ま
ま
期
末

手
当
の
減
率
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
差
別
の
温

床
と
な
っ
て
い
る
。
会

社
の
見
解
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。

安
倍
首
相
が
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
に
向
け
て

前
の
め
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
、
政
府
答
弁
と

し
て
「
集
団
的
自
衛
権
は
有

す
る
が
、
９
条
に
よ
っ
て
行

使
出
来
な
い
」
と
し
て
き
た

内
閣
法
制
局
長
官
を
最
高
裁

判
事
と
し
て
体
良
く
送
り
出

し
、
代
わ
り
に
法
制
局
勤
務

経
験
の
な
い
外
務
省
出
身
の

行
使
容
認
派
の
高
官
に
交
代

さ
せ
た
の
で
す
。
あ
ま
り
に

も
姑
息
な
や
り
方
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
歴
代
の
自
民
党
政

権
は
、
解
釈
改
憲
し
よ
う
に

も
野
党
の
抵
抗
は
も
ち
ろ

ん
、
最
終
的
に
は
内
閣
法
制

局
長
官
の
答
弁
と
し
て
「
有

す
る
が
行
使
出
来
な
い
」
と

の
見
解
に
よ
っ
て
行
使
し
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が

安
倍
政
権
で
は
一
転
、
長
官

の
首
を
挿
げ
替
え
て
強
引
に

容
認
す
る
方
針
の
よ
う
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
自
衛

隊
の
運
用
を
司
る
部
分
の
背

広
組
を
無
く
し
、
制
服
組
が

運
用
も
方
針
化
す
る
よ
う
組

織
改
変
も
進
め
る
こ
と
。
自

衛
隊
に
海
兵
隊
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
。
更
に
、
自
衛
的

先
制
攻
撃
の
方
向
性
等
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
は
「
な
ぜ
国
防

軍
を
設
置
す
る
の
か
？
」
と

い
う
国
会
質
問
に
、
「
自
衛

隊
は
す
で
に
外
国
か
ら
は
軍

隊
と
見
ら
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
憲
法
を
実
態
に
合
わ
せ
て

変
え
る
の
で
す
」
と
い
う
主

旨
の
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
か
ら
予
測
で
き

る
の
は
、
集
団
的
自
衛
権
を

容
認
さ
せ
、
自
衛
隊
の
実
質

国
防
軍
化
を
先
行
実
施
し
て

お
く
こ
と
で
、
「
実
態
に
合

わ
せ
て
９
条
を
改
正
す
る
こ

と
は
当
然
で
す
」
と
い
う
流

れ
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る

と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
絶
対
に
こ
の
流
れ

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
改
憲

論
議
ほ
ど
、
反
対
世
論
の
高

ま
り
も
な
い
な
か
で
武
器
輸

出
三
原
則
の
解
禁
も
含
め
、

改
憲
し
な
く
と
も
戦
争
で
き

る
体
制
が
完
成
し
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
騙
さ
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
際
的
に
は
ど
の

よ
う
に
映
る
で
し
ょ
う
か
。

韓
国
、
北
朝
鮮
は
も
と
よ
り
、

国
交
回
復
後
最
悪
の
関
係
に

あ
る
中
国
は
、
安
倍
政
権
の

こ
の
姿
勢
を
見
て
ど
う
思
う

か
。
「
挑
発
す
る
な
ら
こ
ち

ら
も
軍
備
拡
張
す
る
ぞ
」
と

な
ら
な
い
か
。
中
国
か
ら
更

に
利
益
を
上
げ
た
い
ア
メ
リ

カ
は
、
中
国
と
日
本
の
軋
轢

を
ど
う
見
る
か
。
「
日
本
は

金
儲
け
の
邪
魔
を
す
る
な

よ
」
と
な
ら
な
い
か
。
安
倍

政
権
は
、
国
際
的
に
孤
立
の

道
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。

何
れ
に
し
て
も
、
一
度
戦

争
が
起
こ
れ
ば
犠
牲
に
な
る

の
は
我
々
労
働
者
で
あ
り
、

女
性
や
子
ど
も
、
老
人
な
ど

社
会
的
弱
者
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
私
は
、
憲
法

９
条
改
悪
阻
止
は
も
ち
ろ

ん
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

や
自
衛
隊
の
実
質
国
防
軍

化
、
武
器
輸
出
三
原
則
解
禁

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
へ
の

道
に
反
対
し
て
い
き
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
共
に

闘
い
ま
し
ょ
う
！

（２）第３３９号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１３年（平成２５年）９月１日

福
島
県
避
難
区
域

一
時
帰
宅
に
同
行

７
月

～

日
、
新
幹
線

24

25

地
本
組
合
員
が
、
２
度
目
と

な
る
、
元
原
発
労
働
者
の
福

島
県
避
難
区
域
一
時
帰
宅
に

同
行
し
ま
し
た
。
双
葉
町
の

小
学
校
、
高
校
、
宅
地
や
大

熊
町
な
ど
を
回
り
ま
し
た
。

基
本
協
約
・
協
定
改
訂
に
関
す
る
追
加
申
し
入
れ
を
提
出

行政訴訟控訴審Ｍが結審
名古屋中労委調査始まる

新
幹
線
関
西
地
本
行
政
訴

訟
Ｍ
控
訴
審
（
名
古
屋
車
両

所
分
会
掲
示
物
撤
去
事
件
）

の
第
３
回
口
頭
弁
論
が
７
月

日
、
東
京
高
等
裁
判
所
で

29開
か
れ
結
審
し
ま
し
た
。
判

決
は

月
２
日
で
す
。

10
名
古
屋
地
本
ボ
ー
ナ
ス
カ

ッ
ト
中
労
委
第
１
回
調
査

が
、
７
月

日
行
わ
れ
ま
し

31

た
。
こ
の
事
件
は
、
愛
知
県

労
働
委
員
会
が
会
社
の
主
張

を
全
面
的
に
認
め
申
し
立
て

を
棄
却
、
名
古
屋
地
本
が
再

申
し
立
て
を
行
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

名
古
屋
地
本
は
、
ボ
ー
ナ

ス
カ
ッ
ト
・
定
昇
カ
ッ
ト
者

は
、
全
社
員
数
の
３
％
に
も

満
た
な
い
Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
合

員
が
カ
ッ
ト
者
の
約
半
数
を

占
め
て
い
る
な
ど
、
減
率
の

適
用
が
正
当
で
な
い
こ
と
、

管
理
者
の
添
乗
や
点
呼
の
試

問
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
組
合
員

名
古
屋
地
本
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

大
芝
高
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
８
月

～

日
）

in

21

22

に
対
し
て
恣
意
的
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
訴
え

て
い
き
ま
す
。

田
城
議
員便

り

倒壊したままの住宅（双葉町）

新築なのに住めない住宅（双葉町）

荒れ果てた常磐線の線路


